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論文内容の要旨

光合成細菌は植物と比較してより単純な光エネルギ一変換系をもっており そのため光合成のメカニ

ズムを調べるために有利な点をもっている。本研究においては光合成に関与する遺伝子が含まれている

可能性が示唆されている R. rubrum のプラスミド pKY 1 の機能を調べるために，全塩基配列の約50'%

を決定し，その遺伝子解析を行った。 pKY 1 はエチジウムブロミド存在下の CsCl 平衡密度勾配遠心法

により調製し，制限地図に基づいて種々の制限酵素で切断し これらの断片をシーケンシングベクター

に組み込んだ。また，サンガ一法に基づき，蛍光標識シーケンスプライマーを用いて反応し， DNAシー

ケンシングシステム370Aによって自動解析を行った。決定した塩基配列に対する遺伝子の構造解析は，

DNAデータベース EMBLおよびLASL に対するホモロジー検索を行った。さらに，決定した塩基

配列からオープンリーディングフレーム (ORF) を探索し，アミノ酸配列に変換後，蛋白質データベー

ス NBRFおよび Swiss- Plot に対してホモロジー検索を行った。 (l)pKY 1 の制限地図上で EcoRI の

D断片から B断片に存在する ORF はアミノ酸配列および塩基配列レベルでAD P -glucose syntheta 

se (glg C , str D) に類似の配列を示した。 AD P -glucose synthetase はグリコーゲン合成経路上で

鍵酵素としてグリコーゲン合成の調節を行っている。 (2)Hind m の C断片にはDN A invertase (g仇， hi 

n , pin) に高いホモロジーを示す配列が存在した， D N A invertase は逆位によって相変換を起こさせ

るなどの遺伝子発現の制御に関係するので，このプラスミド上の何れかの遺伝子発現を制御していると

考えられる。 (3)Hind m の C断片には，根の小節形成を促す遺伝子群の一つ nodD と高いホモロジーを

示す配列も存在する o nod D は窒素固定遺伝子群 (πザ)にも存在することが知られており，いづれの

場合においても nod D の発現蛋白質がプロモータ一部位に結合して発現制御を行っ
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ている O したがって，この遺伝子の近傍に制御を受ける遺伝子群が存在すると思われる。 (4)Hind m の

F断片にはタバコ葉緑体の 5 S rRNAおよび4.5S rRNAに対して高いホモロジーを示す配列を見い

だすことができた。 R. rubrum から全RNAを抽出し， pKY 1 をプロープとしてノーザンハイプリダ

イゼーションを行った結果， 23S rRNA , 16S rRNA および 5 S rRNAに相当するバンドにハイ

ブリダイズしたけれども ， E. coli の rRNAにはほとんどハイブリダイズしなかった。しかし，報告さ

れている R. rubrum の 5 S rRNAに対するホモロジーは葉緑体の 5 S rRNAに対するよりも低かっ

たので，偽遺伝子である可能性もあるO したがって， pKY 1 には糖代謝系の酵素，根の小節形成調節蛋

白質などの制御遺伝子のある領域のほかに，葉緑体DNAとホモロジーが高い領域が存在し，植物と関

連が深いと考えられる。

論文審査の結果の要旨

光合成細菌には，一般に，大型のプラスミドが存在することが知られている。このプラスミドが欠落

すると，光合成細菌は光合成的に生育できないという報告があるものの プラスミドに実際どのような

遺伝子がコードされているかについてはほとんど研究されていない。

金福換君は光合成細菌におけるプラスミドの役割を調べるために ， Rhodospirillum rubrum のプラ

スミド pKY 1 の塩基配列を調べ，データベースに対して遺伝子解析を行った。その結果，植物の葉緑体

DNA上の 5 S rRNA と 4.5rRNAに対して高いホモロジーを示す部位を見い出した。この発見は，

進化論上，植物への光合成微生物の共生説を支持するものとして重要な意味をもっと考えられる。

また，糖代謝における鍵酵素のーである glucose-l-phosphate adenylytransferase の遺伝子，およ

び，植物の根粒形成を制御する遺伝子がコードされている可能性を示した。

さらに，プラスミド上でDNAの逆位を起し，何らかの遺伝子発現のスイッチングを行うと思われる

D N A -invertase の遺伝子とその作用部位の存在を推定することができた。

以上の知見は，従来予想されていた光合成細菌プラスミドの役割を大巾に修正すべきことを示唆して

いるとともに，今後の光合成細菌における遺伝学的研究に新たな方向付けをするものとして重要な業績

と考えられる。従って本論文は理学博士論文として十分価値あるものとして認めるO
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